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反映の
方向性

　②については、広報資料の印刷・梱包・発送に当たり一般競争入札を行うとともに、配布部数及
び配布先を精査した。③については、会議等の開催に当たり一般競争入札を行うことで、効率的な
開催に努めた。④については、広報資料の作成に当たり企画競争を行うことで、経費削減を行うと
ともに、質の高い成果物を作成した。⑤については、広報啓発活動に当たり、政府広報を活用する
とともに、民間団体と連携したキャンペーンを行うことで、効果的かつ効率的な実施に努めた。⑥
については、調査研究等の実施に当たり一般競争入札を行うことで、効率的な実施に努めた。

　①については、フォローアップを行い、男女共同参画の取組が進んでいることを確認した。②に
ついては、多様な媒体を活用し、わかりやすい広報啓発活動を展開したことで、国民の関心を高め
ることができた。③、⑤については、各種会議・研修の開催に当たり、プログラムの見直し等を
行ったことで、参加者から高い満足を得た。④については、国際会議で日本の取組を発信するとと
もに、会議で得た成果を広く国民に紹介した。⑥については、各分野の管理職等に占める女性割合
を調査・公表することで、意識啓発に努めたが、更なる効果的な取組が必要である。

評価結果

　②については、広報媒体等の部数を見直す等、より効果的・効率的な広報の実施に努める。③に
ついては、プログラムを見直す等、各種会議・研修のより効果的な開催に努める。④については、
国際会議等への出席について、不断の見直しを行う。⑤については、これまでの成果を活かしつ
つ、新たな課題に対応するための新規事業の実施も含め、対策の充実に向けた検討を行う。⑥につ
いては、ポジティブ・アクション（積極的改善措置）の推進に向け、これまでの成果を踏まえつ
つ、より効果的な事業となるよう検討を行う。
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平成21年度政策評価書（事後評価）要旨

施策名

根拠となる法令等（２つまで）

男女共同参画社会基本法
男女共同参画基本計画（第２次）

男女共同参画社会の形成の促進

【実績評価方式】

（評価実施時期：平成22年8月）
担当部局名： 男女共同参画局

政策名

＜反映の方向性一覧＞

　女性も男性もすべての個人が、喜びや責任を分かち合い、個性と能力を十分に発揮できる「男女
共同参画社会」の形成を促進するため、男女共同参画に関する普及・啓発、国際交流・国際協力の
促進、女性に対する暴力の根絶に向けた取組など、男女共同参画基本計画（第２次）等に基づいた
施策を、地方公共団体・民間団体等とも連携しながら、総合的かつ計画的に推進する。

　急速に進む少子高齢化や社会経済情勢の変化に対応できる豊かで活力ある社会を実現するために
は、女性も男性も、互いにその人権を尊重し、喜びも責任も分かち合いつつ、性別に関わりなく、
その個性と能力を十分に発揮できる男女共同参画社会を実現することが必要である。

①男女共同参画施策の総合的推進（男女共同参画基本計画）
②男女共同参画に関する普及・啓発
③男女共同参画を促進するための地方公共団体・民間団体等との連携
④国際交流・国際協力の促進
⑤女性に対する暴力の根絶に向けた取組
⑥女性の参画拡大に向けた取組

　男女共同参画基本計画（第２次）に基づく政府全体の施策の推進については、フォローアップの
実施により進捗状況の把握に努め、政府一体となった施策の推進を図った。男女共同参画局が実施
する各事業については、実施状況を踏まえた事業内容の改善、事業の効率化等に努めた結果、概
ね、当初の目標を達成することができた。一方、女性の参画拡大に向けた取組については、一定の
進展が見られるものの、固定的性別役割分担意識等を背景に、2020年の目標達成に向けた進捗状況
が十分とは言えない状況にあり、更なる改善が必要である。

未集計等
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平成23年度に新設
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引き続き推進 拡充等 改善・見直し 抜本的見直し
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